
 

 

 

 

「石狩は一つ！」、石狩管内教育関係機関の合言葉とな 
っている。石狩管内小中学校長会は、管内７市町村の小中 

学校長 98 名（小 61・中 35・義務教育学校２）で組織して  ＜北広島市 エスコンフィールド HOKKAIDO＞ 

いる。自身の職能向上と管内教育の充実、持続可能な社会の創り手を育成する学校経営

を推進するために年度の重点を定めている。管内小中学校長会では、石狩の教育風土に

根ざした伝統を踏まえつつ、今年度も関係機関との連携を大切に、管内が一つになった

教育を推進していく。 

 

Ⅰ 本年度の活動方針 

１ 信頼される学校経営のもと、管内教育 

の安定と充実・発展に努める。 

  信頼と秩序に基づく学校経営を推進し、

関係機関・団体との連携を深め、管内教

育の充実を図るとともに、学校の自主

性・自律性の確立をめざし、学校経営の

改善・充実に努める。 

２ 職能向上をめざす研修活動の推進と

教職員の資質向上に努める。 

全国・全道の研究大会への積極的な参

加及び管内校長会の研究主題に基づく組

織研究を強力に推進するとともに、職員

の学校経営参画意識を高め、人材育成に

寄与する研修活動の充実を図る。 

３ 管内における教育諸課題を把握し、そ 

の解決に努める。 

  各市町村校長会をはじめ、道小・道中

との連携を密にし、今日的・管内的な諸

課題を把握し、その解決を図る。 

４ 教育諸条件の整備・充実と教職員の処

遇改善や福利厚生の増進に努める。 

管内教育活動を円滑に進めるために教

育諸条件の改善と整備充実に努めるとと

もに、教職員全体の処遇改善、福利厚生

にかかわる課題を的確に把握し、要望活

動等を推進する。 

５ 組織の強化と実態に即した会務の推

進に努める。 

 各市町村校長会との連携を深め、情報

交換や支援体制を図り、組織機能を強化

し、円滑で効率的な会務の運営に当たる。 

６ 会員相互の交流活動の推進に努める。 

  会員相互の連携を深め信頼関係を築

くとともに、共通意識をもって教育活動

を推進するために、情報の交流や会員の

親睦を図る。 

７ ポストコロナ社会の中、全ての子ども

たちの未来を保障する授業改革の推進

に努める。 

  「対話」を重視し、適切に取り入れた

授業改革を進め、全ての子どもに必要な

資質・能力を身につけさせる質の高い教

育活動の実現を図る。 

 

Ⅱ 研究主題と研究の視点 

１ 研究主題  

令和５年度～７年度（3か年計画） 

「自ら未来を切り拓く 石狩の子ど

もを育てる 学校教育の推進」 

～持続可能な社会をつくる子どもに、

必要な資質・能力を育成する学校経営

の在り方～ 

 ２ 協議題と研究の視点 

【第１協議題】 令和５年度 

新たな時代に必要な資質・能力を育 

成し、生きる力を育む学校経営の確立 

課題① 生きる力を育むカリキュラ

令和５年度 石狩地区の巻  
事務局 江別市立中央中学校 



ム・マネジメントの在り方 

視点ア 知性創造性を育み学力を

保障するカリキュラム・マネ

ジメント 

視点イ 豊かな人間性と健やかな

体を育むカリキュラム・マネ

ジメント 

課題② 学び続ける組織と人材を育

成する学校経営の在り方 

視点ア 次の時代を創造する教

頭・ミドルリーダーの育成 

視点イ 対話を中心とした授業改

革に取組む教職員の資質・能

力の向上 

 

Ⅲ 石狩管内校長会重点課題の取組 

 継続的に取組んでいる課題である「人材育

成」「働き方改革」に加えて、学びの保障に

直接的に関わる「授業改革」について、管内

の関係機関と連携しながら、重点的課題とし

て組織的に取組を進める。 

１ 今年度の重点課題 

⒧ 人材育成 

  ⑵ 「働き方改革」の実行 

 ⑶ 「授業改革」の推進 

２ 具体的な取組 

⒧ 教頭による人材育成への指導・助言

と市町村校長会での資質向上を図る

研修会等を実施する。 

  ⑵ 各市町村・各校の取組状況の交流と

調査を基に、対応上の課題等につい

て協議する。 

 ⑶ 調査と各市町村での実態交流を土台

にした研修会や会議での情報交換と

推進についての協議を行う。 

 

Ⅳ 各部の活動 

１ 研修部 

  ⒧ 管内小中学校長会研修会の開催 

① 春季学校経営研究会（４月） 

② 秋季学校経営研究会（11月） 

  ⑵  ブロック別校長研修会 

   ① Ａブロック校長研修会（９月） 

   ② Ｂブロック校長研修会（９月） 

  ⑶ 全国・全道校長会研究大会への参加 

  ⑷ 研究集録第39集の発行（３月） 

 ２ 経営部 

  ⒧ 「石狩地区教育経営研究会」の開催   

○今日的教育情勢・課題等の研究協議 

 ⑵ 道小・道中経営部との連携と業務推   

進 

３ 対策部 

  ⒧道小・道中情報部との連携と諸調査等 

  ⑵管内関係調査実施と集計・情報化   

  ⑶会員の福利厚生活動の推進 

４ 情報部       

  ⒧会報「石狩」（206・207号）の発行 

  ⑵会誌「たがやし」55号の発行 

  ⑶道小・道中広報誌への原稿執筆協力 

 

Ⅴ 諸会議 

 １ 定期総会（４月）活動計画、予算、役  

  員 

 ２ 役員研修会（月１回）当面する課題対

応  

 ３ 幹事研修会（年９回）市町村幹事、関

係機関の参加のもと諸課題について協

議交流 

 

Ⅵ 役 員 

 会   長 佐藤 直己（北広島市立東部中） 

副 会 長 吉田 光岐（江別市立上江別小） 

副 会 長 金森 直人（千歳市立千歳中） 

事務局長 佐藤  誠（江別市立中央中） 

次  長 千葉 則理（江別市立第一中） 

会  計 後藤 章夫（江別市立対雁小） 

監  査 佐藤 辰彦（江別市立第二小） 

監  査 吉本 浩志（恵庭市立恵明中） 

 監  査 渡會 朋広（石狩市立南線小） 

 

   （江別市立中央中学校・佐藤 誠）        


